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１. はじめに
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質賞基準 (MBA) に基づいて､ Evans







きた｡ その結果､ 特に人的資源の活性化 (従
業員参画・教育訓練・品質理解) の程度が高
い程､ 企業成果 (利益・市場占有率) が上が
る可能性が高まることが判明した (宮川・吉











て い る ( 宮 川 , 2008) (Miyagawa ＆











野村総合研究所 (2008) が上場企業の 20
歳代､ 30 歳代を対象に､ 現在の仕事に対す
る意欲について調査を行った結果､ ｢仕事に
満足している人｣ は 34％､ ｢仕事に対して無














































































































る実証研究を行うため､ 2012 年 1 月～3月の







































質問票は､ 7 つの項目に連なる 50 の設問
に対して､ 5 ポイントスコアで回答する形式
を採っている｡ TQM実施策としては､ ＃ 1
リーダーシップ・＃ 2品質情報・＃ 3
戦略性・＃ 4人的資源の活用・＃ 5品質保
証・＃7 顧客満足の 6 項目を挙げ､ ＃ 6
TQM成果として､ 組織成果､ 業績成果及び
職務満足の 3項目を挙げている｡














質問票は､ 5 つのアプローチに連なる 20
の設問と満足度等に関する設問 3 問の合計








は､ 0.79 以上の数値を示し､ 信頼性が高
いことが証明された7｡

















た｡ また咲川9 (1998) も､ 先行研究におけ
る相関関係モデルを踏襲して構成概念を構築
し､ 重回帰分析によって仮説検証を行ってい

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































バリュー･アプローチ 3.48 3.76 8.0
オポチュニティ･アプローチ 3.65 3.65 0.0
イノベーション･アプローチ 3.71 3.81 2.7
コミュニケーション･アプローチ 3.63 3.74 3.0
エンパワーメント･アプローチ 3.48 3.65 4.9
職場の活気 3.82 3.97 3.9
職場に対する満足度 3.71 3.55 ▲4.3





























場のきずな｣ とか ｢一体感の醸成｣ が重要
であるといわれてきたが､ 今回の分析で組
織の活性化に有効なキィーポイントが炙り
出された｡ また､ 本研究を通じて､ クオリ
ティ・マネジメントの実践は､ その事業成
果に影響を与える可能性が高いことが判っ





















































































































関係している ｣ という仮説を立て ､
t=2.93,P<.01 で有意として検定結果を受容し









いる (咲川, 1998, 119-123 頁)｡
10 中島(2008) は､ ｢スタッフが自分で考え､ 自
分で行動し､ 振り返り､ 改善し続ける組織｣





















○ (社) 日本経済団体連合会 (2014) ､ 『女性活躍
のアクション・プラン』
○ (一社) 日本能率協会 (2014) 『第 3 回 ｢ビジネ
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７ あなた自身の業務目標 (ゴール) は､ 明確になっていると思いますか｡
８ 上長や先輩は､ あなたの成長のために ｢叱る・任せる｣ など積極的に関わっていますか｡
９ あなたは､ 仕事の改善､ 職場の活性化に向け､ 積極的に意見提起などを行っていますか｡
10 あなたの職場は､ 新しいこと (改善・効率化など) を受け入れられる風土があると思いますか｡
11 上長や先輩は､ 女性活躍推進について､ 十分理解していると思いますか｡
Ⅱ 品質情報
１ あなたは､ 適切な業務運営のために､ マニュアルや知識の共有化の仕組みは十分だと思いますか｡
２ あなたは､ これまでの成功・失敗事例等が職場で共有化・活用されていると思いますか｡








１ 会社は､ あなた自身の成長のため､ 積極的に教育 (OJTを含む) していると思いますか｡
２ あなたは､ 職場のメンバーから業務知識や個性など､ 認められていると思いますか｡
３ あなたの職場は､ 目標を共有するなど､ 一体感のある職場であると思いますか｡
４ あなたは､ 自分たちの意見が仕事に反映されていると思いますか｡
５ あなたは､ 自分の職場が仕事に前向きに取り組むことができる環境であると思いますか｡
６ あなたは､ 付与された業務について､ 自分自身でコントロールできている実感はありますか｡
７ あなたの職場は､ お互いに刺激をしあう集団であると思いますか｡
８ あなたは､ あなたの業務が忙しいとき､ 上長や同僚に仕事は依頼しやすい環境ですか｡
９ あなたは､ 女性活躍推進の観点から､ 適正な業務や役割が付与されていると思いますか｡
10 あなたは､ 今後､ 会社 (社会) で､ 責任ある役割を担っていきたいと思いますか｡
11 あなたは､ 女性活躍推進の観点から､ 働きやすい諸制度 (社内・社外) が充実していると思いますか｡
Ⅴ 品質保証
１ あなたは､ 自分自身のレベルに応じた業務付与 (質・量) がされていると思いますか｡
２ あなたは､ 仕事の意味や流れを理解して (積極的に) 取り組んでいますか｡











７ あなたの職場 (会社) に対する満足度を教えてください｡
８ あなたは､ あなたに対する職場の上長や周囲からの評価に満足していますか｡
９ あなたは､ いまの自分自身が ｢自分の理想｣ に近い形で行動できていると思いますか｡
10 あなたは､ 仕事に働きがいを持って情熱的に取り組んでいますか｡
Ⅶ 顧客満足
１ あなたは､ ｢お客様｣ を意識した業務を行っていると思いますか｡
２ あなたは､ 業務を通して ｢お客様｣ の期待に応えていると思いますか｡
３ 会社は､ ｢お客様｣ の意見を積極的に聴くなど組織的に取り組んでいると思いますか｡











２ あなたは､ 自分自身のレベルに応じた業務付与 (質・量) がされていると思いますか｡
３ 上長や先輩は､ あなたの成長のために ｢叱る・任せる｣ など積極的に関わっていますか｡




３ あなたの職場は､ 新しいこと (改善・効率化など) を受け入れられる風土があると思いますか｡
４ あなたの職場は､ 職場の垣根を越えて他部署と積極的に関与していると思いますか｡
Ⅳ コミュニケーションアプローチ
１ あなたは､ 職場のメンバーから業務知識や個性など､ 認められていると思いますか｡





２ あなたは､ 仕事の意味や流れを理解して (積極的に) 取り組んでいますか｡




２ あなたの職場 (会社) に対する満足度を教えてください｡
３ あなたは､ あなたに対する職場の上長や周囲からの評価に満足していますか｡
